
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い

森
　
山
　
欽
　
司

大
平
さ
ん
は
、
自
民
党
内
で
は
、
池
田
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
―
―
宏
池
会
に
属
さ
れ
た
方
で
あ
り
、
私
は
三
木
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
で
、

党
内
に
お
け
る
立
場
は
必
ず
し
も
一
緒
で
は
な
か
っ
た
。
両
派
は
政
治
情
勢
に
応
じ
て
、
時
に
近
づ
き
、
時
に
相
離
れ
て
転
変
し
た

が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
平
さ
ん
と
私
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
が
あ
っ
た
。
忘
れ
難
い
先
輩
で
あ
る
。

昭
和
三
十
五
年
十
二
月
、
池
田
内
閣
の
時
に
、
私
は
郵
政
政
務
次
官
を
拝
命
し
た
。
初
当
選
後
、
十
年
以
上
た
っ
て
い
た
が
、
保

守
合
同
前
の
野
党
時
代
が
あ
り
、
ま
た
間
で
二
回
失
敗
し
て
い
た
の
で
当
選
四
回
で
初
の
政
務
次
官
だ
っ
た
。
そ
の
時
の
官
房
長
官

が
大
平
さ
ん
で
あ
っ
た
。
池
田
内
閣
は
「
寛
容
と
忍
耐
」
を
旗
印
と
し
た
内
閣
で
あ
っ
た
が
、
小
金
義
照
大
臣
の
下
で
、
私
は
当
時

の
全
逓
を
相
手
に
違
法
ス
ト
に
対
し
て
は
大
量
処
分
な
ど
筋
を
通
す
姿
勢
を
も
っ
て
臨
ん
だ
。
大
平
官
房
長
官
に
は
大
変
理
解
を
得
、

支
持
し
て
い
た
だ
き
助
か
っ
た
。
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
、
私
は
田
中
内
閣
の
科
学
技
術
庁
長
官
を
拝
命
し
た
。
大
平
さ
ん
は
外
務

大
臣
だ
っ
た
。
組
閣
直
後
の
閣
議
の
席
上
、
新
入
り
の
私
が
核
防
条
約
の
批
准
促
進
に
つ
い
て
異
議
を
唱
え
、
施
政
方
針
演
説
、
外

交
演
説
の
原
案
か
ら
そ
の
部
分
を
削
除
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
平
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
か
け
た
。
こ
の
時
は
ま
た
、
た
ま
た
ま
第
一
次

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
直
後
で
、
世
界
中
が
驚
き
慌
て
て
い
る
時
だ
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
討
議
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
の
首

都
ワ
シ
ン
ト
ン
で
、
主
要
国
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
議
が
開
か
れ
、
外
務
大
臣
で
あ
っ
た
大
平
さ
ん
と
科
学
技
術
庁
長
官
の
私
が
出

席
し
た
。
新
米
大
臣
の
私
は
、
ベ
テ
ラ
ン
の
大
平
さ
ん
を
何
か
と
見
習
い
な
が
ら
、
初
め
て
の
大
き
な
国
際
会
議
に
参
加
し
、
世
界

の
大
物
政
治
家
に
ま
じ
っ
て
緊
迫
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
論
じ
あ
っ
た
こ
と
は
、
大
変
大
き
な
経
験
だ
っ
た
。



昭
和
五
十
二
年
参
議
院
選
挙
の
時
、
栃
木
県
地
方
区
で
は
、
定
員
二
名
の
と
こ
ろ
へ
、
自
民
党
が
二
名
を
公
認
し
非
公
認
も
一
名

で
三
名
が
立
つ
情
勢
と
な
り
、
共
倒
れ
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
。
自
民
党
県
連
会
長
の
私
は
責
任
を
痛
感
し
た
。
故
船
田
中
先
生

の
ご
意
見
を
き
く
と
、
人
物
本
位
で
三
人
の
な
か
か
ら
公
認
の
一
人
を
重
点
候
補
と
し
、
私
が
自
ら
事
務
長
を
引
き
う
け
る
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
い
う
事
態
は
異
例
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
私
は
さ
ら
に
幹
事
長
の
大
平
さ
ん
に
相
談
し
た
。
大
平
さ

ん
は
私
の
立
場
を
支
持
さ
れ
た
の
で
一
人
の
重
点
候
補
に
全
力
投
球
、
一
議
席
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
か
ら
昭
和
五
十
四
年
十
一
月
ま
で
の
第
一
次
大
平
内
閣
に
、
私
は
運
輸
大
臣
と
し
て
再
入
閣
し
た
。
そ
の

年
の
夏
、
大
平
総
理
の
郷
里
香
川
県
へ
の
初
の
お
国
入
り
に
は
、
私
も
閣
僚
と
し
て
随
行
し
た
。
地
元
の
喜
び
は
大
き
く
、
大
変
な

ブ
ー
ム
で
、
盛
ん
な
歓
迎
の
光
景
が
今
も
目
に
や
き
つ
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
十
月
の
総
選
挙
の
結
果
は
、
三
木
内
閣
で
の
選
挙

よ
り
も
自
民
党
が
一
名
減
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
大
平
退
陣
論
が
お
こ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
四
十
日
抗
争
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
私

は
閣
内
に
い
な
が
ら
、
大
平
さ
ん
を
積
極
的
に
支
持
す
る
立
場
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
に

示
さ
れ
た
大
平
さ
ん
の
粘
り
強
さ
と
底
の
知
れ
な
い
一
面
に
舌
を
巻
い
た
。

最
後
に
、
昭
和
五
十
五
年
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
大
平
さ
ん
か
ら
労
働
省
婦
人
少
年
局
長
を
し
て
い
た
妻
の
森
山
真
弓
の
出
馬
を

す
す
め
ら
れ
て
当
惑
し
た
。
結
局
、
妻
は
選
挙
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
不
信
任
案
可
決
、
解
散
、

総
選
挙
と
な
っ
た
。
日
頃
の
温
容
か
ら
は
は
か
り
難
い
、
大
平
さ
ん
の
フ
ァ
イ
ト
に
目
を
見
は
る
思
い
で
、
今
更
な
が
ら
大
平
さ
ん

の
政
治
に
か
け
た
執
念
が
尋
常
一
様
で
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
衆
参
両
院
の
同
時
選
挙
と
な
り
、
私
の
場
合
は
ア
ベ
ッ
ク

選
挙
で
あ
る
。
日
本
の
選
挙
の
歴
史
で
は
初
め
て
の
こ
と
と
な
っ
て
閉
口
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
間
、
大
平
さ
ん
ご
自
身
の
急
逝
と
い

う
全
く
思
い
が
け
な
い
こ
と
が
起
り
、
大
き
な
衝
撃
だ
っ
た
。
幸
い
二
人
と
も
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
お
か
げ
で
大
平
さ
ん

は
わ
が
家
庭
の
中
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
人
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
衆
議
院
議
員
・
第
一
次
大
平
内
閣
運
輸
大
臣
）
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